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力を行っていることである。第 3 の共通点は、第 1 と第 2 の共通点とも密接に関連してい
るが、それは飯田も鳥羽も起業後においてもビジネスモデルの変革を機敏に、かつ大胆に









































「第 5 章 企業家精神の覚醒プロセス」に結実されている。 
著者は、その時点で「企業家が覚醒する瞬間の分析」を研究途上の仮置きとしての中間
報告という形で発表した後、もう 1 つの課題であった企業家精神の構成要素の解明に注力
































以上の第 2 章から第 5 章までは成功した企業家の企業家精神の構成要素の特徴（第 4 章）
とその企業家精神の発展段階（第 5 章）、そして企業家精神の発現形態と発現プロセス（第
















































































































さらに、「ゆで蛙」症候群（boiled-frog syndrome）に陥る 4 つの要因（危機感の欠如、
解決策を案出する経営リテラシーのなさ、解決策を実行する勇気のなさ、解決策を実行す
る能力のなさ）についても考察している。 
 
最後の第 10 章では、これまで著者が解明してきた企業家精神のダイナミクスについての
「知」をベースにしながら、今後の企業家精神の研究の方向性について示している。なか
でも特に、著者が今後に関心を寄せている課題は日本における起業家メンターの育成であ
る。様々な各種の統計データをみても日本人の企業家度は最下位に近い状況であり、日本
では起業家メンターの存在が必要不可欠であると、強く主張し本論文を締めくくっている。 
 
5 論文の評価 
  
著者自身も本論文の特徴として紹介しているが、基本的には企業家精神の研究に対して
明らかにしたい問題意識の認識順にしたがってリサーチ･クエスチョンを究明していくと
いう形式が採られている。そのため、本研究を追試する研究者からすると、思考の流れま
でも追体験できるので追試研究がやり易くなる。また、研究初学者立場からも研究の問題
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意識が時間軸に沿ってどのように変化していくのかを学ぶこともできる。その意味で、本
論文はまさに研究者の問題意識の形成・発展・変容のコンテクトと企業家精神の形成・発
展・変容のコンテクストとの関連性を重視にしなければならないことの重要性も示唆して
いる。 
本論文は、企業家及び企業家精神の研究に新たな視点を示唆した優れた研究であると評
価することができる。本論文の研究成果に関して、さまざまな理論的貢献が存在する。成
果としては以下の３点があげられる。 
本論文の第一の貢献は、企業家精神は起業の時だけに急に発揮されるわけではないこと
を強調している点である。著者は、企業家の生い立ちからのライフ･ヒストリーやライフ･
ストーリー全体を視野に入れながら、企業家精神の形成・発展プロセスを丹念に跡付け、
グランデッドセオリー・アプローチをベースにして、見事にそのパターンについて分類し
ている。 
本論文の第二の貢献は、起業に成功しその企業を成長させることだけが企業家精神の発
揮ではなく、企業家精神には衰退しつつある企業を再建する能力も含まれることを強調し、
ダイナミック･ケイパビリティと企業家精神との関連性が明らかにしている点である。 
本論文の第三の貢献は、企業家のタイプをキャリア論との関係で 3 つのタイプに分類し
た点である。すなわち、企業家のキャリアを起業に焦点を当てると、彼らはプランドハプ
ンスタンス型企業家（社会人になってから起業を志向するタイプ）とキャリアアンカー型
（自分が好きで、得意としており、しかも充実感を感じる仕事を選ぶタイプで、比較的早
い時期に起業を決意するタイプ）とに二分できる。そして、後者のキャリアアンカー型は
起業を決意した後のルートで二タイプに分類される。一つは、どの分野で起業するのかを
先延ばしするタイプであり、もう一つは起業の決意と同時に起業も実現しているタイプで
あり、職業分野での起業（本論文では、パテシエ（辻口博啓）と政治家(下村博文）の例に
ついて説明している）に典型的にみられるタイプである。本論文でとり上げたケースでは、
プランドハプンスタンス型が圧倒的に多く、次いでキャリアアンカー＋プランドスタンス
型がそれに続き、そして狭義のキャリアアンカー型が最も少なかった。 
以上のように本研究の貢献は、これまで断片的に研究されてきた企業家精神に関する研
究を企業家の生い立ちからのライフ･ヒストリーやライフ･ストーリー全体を視野に入れて、
他の研究分野の理論を適応しながら時間軸に沿って学際的に探究している点である。 
 
ただ、本書にも問題がないわけではない。今後、以下の諸点に考慮した研究が必要とさ
れる。まず、取り上げたケースがサービス分野に限定されている点である。革新的なビジ
ネスモデルの開発と実現に成功した製造企業の創業者のケースを比較させる必要がある。
同様に、本論文で取り上げられている企業家のほとんどは男性である。その意味で、女性
企業家との比較分析も必要とされるだろう。さらに、著者は多くの分野の理論概念や理論
フレームワークを用いて、企業家精神に関する課題について解明している。しかし、研究
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に終着点はないという厳しい立場に立てば、無いものねだりになるかもしれないが、企業
家精神を説明できる統合的な理論フレームワークの構築と国内外を含めたさらなる研究を
望みたい。 
いずれにせよ、著者の企業家精神に関する多面的な考察の貢献は重要であるといっても
過言ではない。今後は本論文の分析結果と製造業の企業家や女性起業家のケース分析との
結果を比較することから、企業家精神に関するさらなる一般化・理論化が可能になると思
われる。本論文は、まさにこれからの企業家精神の研究におけるマイルストーンになると
ともに、今後さらに進化した研究成果を残していかれるものと期待できる。 
 
6 判定 
 
 本論文の貢献および所定の試験の成績を考慮して、本論文の提出者が博士（経営学）の
学位を授与されるのに十分な資格をもつものと判定する。 
